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‘‘‘ま `N’ ゴトξ　‘まAr噸　の会，，　お　　い

粛第14回はんと“いんはんどの会・

〔日時」7月15日（木）年後6時半～8時

r一＝trv＝riggE

墜
，獅大与町ビル

　　三一1

　話

翻 器饒。

：p：aEEpti＝一＝mi1Sliza　一／一一一一1rr

厘
「

〔場前〕i新大手町ピル7階
←［i’サ：ソノ・eティ、ソク・サロジ』

〔会費〕1000円
〔申し坦冴方法〕了EL．402」7354
AMI1：00～PM　5：00まで受けイ避け1

〔テーマ）離tt含かX’Sイ共に与之さ影響

　　　　　　「ひとり親ζ昏侠たちヘーの各父引仮定のありオー」
　　　　　　　ゴビ大路書房　　il；置．600

　　　　　　0れは．児童績呪医摩。♪晴ネ申分栃導専門医♂ある，
　　　　　リt・　v＿ドgA．ガード今一のイ乍。両親の別居、一群につい
　　　で・3イチξな：矢0乙べき：大’t刀なこと，親とのぐらし方，もう乙L乙りの

　　親との行吉来のイ土オ，ひとりi親家庭の1｝イ矢達への忠信客．
　ひとり親家庭の1fi・5一　t：　cRくb．わ6t，　V　Sく具樫的な内容。

子で共のいない離廿昏せ性へりま｝知6せ

1まんM“いんはんとrめ’会’合、：＝〕二：3離乳

講座のお茶会ぞも．たいZいの人に‘a・5イ共

斌いで5侠の話がよく1’・9す。

各イ共芝もたない，高僧埜合しtろサが6（9．b’

んプぎ吉舌斌聞1ケさきしSうカ’。1さんどいん

志ん惣め会∠は別に、舞ういう会合左，
1rキち㌻三し、とξ鶏し、騙す。

留珪セ昏して、弓イ宍のいないせ1珪：1さ・八

ガキリ’．電話さ．オフで又の平訳ま～31

缶Φし出下壷いPδヲそ寺ちしどいきす。

大阪H伽」隔HCMt．dしの会
R月「了日、）Fイ麦6時，ロイヤルi†くテ1しの

ロビーに乙特ち合わせ。δ｝くれち万1ま
70L嫡嗣ゾッセーごを．高きさ下ミ幽い。

会合｛e．tt“±のa＋さ行‘・93。

▼‘盤裂1腿当行
▼コ薬行人・円よリ菩ワ編集人・平澤…シド●

★ニコニコ　離日一言声座’δ，「7R‘δ：・

　お林尉さす。？35回の講座‘ま2
R2マ日．金曜日了・す。

☆「∂｝令イ云いしますδ「。イ6TδLδ～りますみも」i

と、菌糸各左下ざった噺様。乏の渥．

｛夫ネししZいま間す。お気ぞ寺ち、あり力ぐたく．

麗謝しています。また．協力お願いす3
こと球あるζ黒います。ヴし二二も下？い。

愚茎甚．1熱淵轟嶽濤無漏

購読酢瓶についZ。
・定期購読は，￥＃分肛。。。凡四分
2000円i’す．．ke　P　I　O｛ヨ前後1τ、函Z

もと1こ届くδう1こしζいま“す。

懇翻響…興言こユ蘭

F150
東京；都渋谷区神官前3－35－2
　、原宿ハイム202　オフィス・：yり・ソク


